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年主題：共に布ゆす

宵主題：寅男、て

日昌樗・讃美歌に親しも
・府たりとした官話tl弘や雰囲気の中で、侶彊自害頼剛雑費主

用し－や甘えを伝えよれする
・傭膏宕のぞ一帯好拍車乱で遊ぶ

先日は、訓tLL－中ワラス憩譲合（こご釦叶裏手か）がとうござ直した。

新年度融舘，了から⊥ヶ日が過ぎました。「二二は何がある人膏ちう7，
「ぉ豪の大Iまどこだろう上とド‡畦し自Iた新人さんも′丸帯国中の琉兄を

昏7人鴫ことが出来てきて、白需‘も重臣ITみる、触れるこどれで避武勇lこ
な，て持した。壬生在国のチビもたちも今壬生度化したお和こ戸患う葦も

和）王し氏が、一綿に過ご宜し－く中で徐々（こ今ま罷りq車に缶できい－ろ
ところi、もめりま五

分がれ鴨に源が出てしまうこともめりよしたが「申てら，しか－，－I㍑′ぐィ．と

ダッ毎すると“rぁ！何れ助、な」と翻鴫もちゃ、先、レクの方∧と

動封始める子どもたち。
1人また1人“・・お友たちが登園Lrくると写，！アッ上と鴫しそうに

出迎えてくれ甘）、お友だ方のことが気しこな，了そ1ま●に遼陸別こ行，甘）と

1こぎゃかざも増してまれ1壬も

今日の目主題Iよ’気昇一で」でも

周りの君枝だち、五人、そして周りのものに、どんどん無口未が山一できて

なれ書付かな，「どうする07．「や，て練Llを。という気持ちが出てきてい吋。
＝れ私室寿面、あそび面で見られるの帝が、一人ひとり今どのようなことに

目を向けてし－るのか∴私たちも気すき、暦じとりながら手招だちか
子たのし申」、「おもしろい！。と薄，丁場気持ちがし，かり出せるよおこ関れ小一韓日聴し－ますく

⊂＞㊦　憾＄ぐう
・まねが十・へ＼－ 

・お昼轟語の：掛け布団を勺和しケりトト 

してもうう鞠・お願し直も 　　　　〇㌔． 

〟消えか高で↓－る指摘、請のの甲も↓こく 

託危言お雇いしまも 

薯 
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禅定‘5● 
・描く‘ウ日約・・誕生占会 

内科検診（一席00の 
・与畠25巨体）・・お弁当の白 

・弼29日的・・・大人に感謝謁日の丸韓 
・捕Zq串即日∴た付知韻敏面識伝） 
・網3日料”親手指そばう 


